
（２）平成２４年度現地調査について 

資料２ 



（１）本調査の位置づけ

調査の位置づけ

（１）本調査の位置づけ
本調査では、陸域・海域を含めた三津湾の物質循環を解析するにあたり不足する

情報を得ることを目的とする。また、平成23年度（秋、冬）から継続される調査
であり、本調査の結果によって、1年を通じた三津湾の環境を把握する。であり、本調査の結果によって、1年を通じた三津湾の環境を把握する。

（2）三津湾で想定されている不健全な現象と基本方針

１）底質の悪化
（富栄養海域で見られる現象）

【関連する障害】
貧酸素水塊の発生やカキの斃死

２）基礎生産力の低下
（貧栄養海域で見られる現象）

【関連する障害】
カキの小粒化

基本方針
「三津湾の海域利用と連携した

底質環境の改善と基礎生産力の向上による

貧酸素水塊の発生やカキの斃死
アサリやベントスの減少

カキの小粒化

底質環境の改善と基礎生産力の向上による
物質循環健全化」

（瀬戸内海において底質悪化による貧酸素水塊の発
生や基礎生産力の低下が問題となっている海域で参生や基礎生産力の低下が問題となっている海域で参
考となるモデルケースとして考えられている。）

３）その他の要因
（食害魚の存在）
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（食害魚の存在）
【関連する障害】
カキの斃死



（３）昨年度及び本年度の調査項目

現地調査 目的 実施状況現地調査 目的 実施状況

１．底質の悪化要因解析のための現地調査

（１）底質の成分分析 湾内に堆積する底質の発生起源等の解明 H23秋冬､H24春夏

（ ）ベ ト 調査 湾内のベ ト の主な出現種 現存量の把握 秋冬 春夏（２）ベントス調査 湾内のベントスの主な出現種、現存量の把握 H23秋冬､H24春夏

（３）貧酸素水塊の把握（湾内観測） 湾内における貧酸素水塊の出現状況の把握 H23秋冬､H24春夏

（４）貧酸素水塊の把握（湾口連続観測） 湾外及び湾内における貧酸素水塊の動態の把握 新規：H24夏

（５）セジメントトラップ調査 カキ養殖筏からの物質の集積沈降量の把握 H23冬､H24夏

２．基礎生産力の解析のための現地調査

動・植物プランクトン調査 湾内における基礎生産力の解明 H23秋冬､H24春夏動 植物プランクトン調査 湾内における基礎生産力の解明 H23秋冬､H24春夏

３．物質収支モデル構築に必要な情報の取得

（１）流況調査 湾内の流況をモデルでの再現 H23冬､H24夏

（２）水質調査 躍層の設定や窒素 リンの存在形態等の把握 23秋冬 2 春夏（２）水質調査 躍層の設定や窒素、リンの存在形態等の把握 H23秋冬､H24春夏

（３）底質 蓄積や溶出等の底質を介した物質収支の検討 H23冬､H24夏

（４）アマモの分布 物質収支におけるアマモの影響把握 新規：H24春

（５）付着珪藻調査 物質収支における付着珪藻の影響把握 新規､H24春夏

４．その他

（１）食害調査 カキの斃死の要因解析 H23秋､H24春

2

赤字：本年度追加した調査内容

（ ）食害調 キ 斃死 要因解析 秋､ 春



（４）各調査方法について

１）底質の成分分析

①ダイバ によ て アクリルパイプを使用し

Ａ 旗

潜水作業船作業船

A 旗

①ダイバーによって、アクリルパイプを使用し

て表層堆積物を採取し、表層0～3㎝、3～6

㎝の２試料に切り分ける。

②採泥試料を分析室に持ち帰り、以下の項目を

潜水作業中

海底面

潜水作業中

②採泥試料を分析室に持ち帰り、以下の項目を

分析する。

【調査時期】

春季（6月）、夏季（8月）
【調査状況】

分析項目： 粒度組成、含水比、ＣＯＤ、ＴＯＣ、Ｔ―Ｎ、Ｔ―Ｐ、硫化物、硫化水素（夏
季調査のみ）

海底面海底面

【調査地点】

5地点 秋季

冬季
【昨年度の調査結果】

（COD） （硫化物）
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 ２）ベントス調査

①スミスマッキンタイヤー型採泥器を用いて3

回採泥する回採泥する。

②採泥試料を分析室に持ち帰り、ベントスの主

な出現種、個体数を把握する。

【調査時期】
スミスマッキンタイヤ型採泥器 スミスマッキンタイヤ―型採泥器

【調査時期】

春季（6月）、夏季（8月）

【調査地点】

5地点 【調査状況】

【昨年度の調査結果】
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３）貧酸素水塊の把握（湾内観測）

①貧酸素水塊と成層構造を把握するために、多

項目水質計を用いて DO 水温 塩分につ

 

項目水質計を用いて、DO、水温、塩分につ

いて鉛直観測を行う。

【調査時期】

春季（6月）、夏季（8月）

【調査地点】

12地点

【昨年度の調査結果】

【調査状況】

冬季調査（１月）
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４）貧酸素水塊の把握（湾口連続観測）

①貧酸素水塊の発生や来襲状況を把握するため、

下層にDO計 水温・塩分計を設置する下層にDO計、水温 塩分計を設置する。

【調査時期】

夏季（8月）

【調査地点】

４地点（流況調査と同一地点）

【調査期間】

15昼夜程度

 

灯浮標 灯浮標
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【調査地点】 【設置図（流況調査含む）】



５）セジメントトラップ調査

①養殖年数の異なるカキ筏の直近にセジメント

トラップを設置するトラップを設置する。

②沈降粒子を捕集し、回収した試料を分析室に

持ち帰り、沈降量、TOC、T-N、T-Pを分析

する。
ジ プ【調査時期】

夏季（8月）

【調査地点】

２地点
【昨年度の調査結果】

【セジメントトラップ】

２地点

（養殖年数の異なる2つの筏）
浮泥量 TOC T-N T-P 強熱減量（参考）

g/m2/d g/m2/d g/m2/d g/m2/d g/m2/d
カキ養殖場 St.5 20.8 1.0 0.14 0.016 10.3
カキ養殖場 St.B 8.1 0.3 0.07 0.007 4.2

地点名

73年養殖 １、２年養殖



６）基礎生産力の解析のための現地調査
（動・植物プランクトン調査）

①動物プランクトン

 

①動物プランクトン

（a）北原式ネットで採集し、ホルマリンで固

定する。

（b）採集した試料を分析室に持ち帰り、出現

北
原
式
定
量
ネ
ッ
ト（b）採集した試料を分析室に持ち帰り、出現

種、個体数を分析する。

【調査時期】

春季（6月）、夏季（8月） 【昨年度の調査結果】
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4地点

30

35

40

6,000

7,000

8,000

数
/m

3 ）

15

20

25

3,000

4,000

5,000

,

出
現

種
数

（
種

）

個
体

数
（
個

体
数

  
 

0

5

10

0

1,000

2,000

11月 1月 11月 1月 11月 1月 11月 1月

出個

St. 5 

原生動物門

紐形動物

環形動物門

触手動物門

11月 1月 11月 1月 11月 1月 11月 1月

St.1 St.5 St.6 St.7

調査地点・時期

St. 6 

St. 1 N

軟体動物門

節足動物門

毛顎動物門

棘皮動物門

原索動物門

8

調査地点・時期St. 7 
0 1 km 

【調査地点】

不明

出現種数



６）基礎生産力の解析のための現地調査
（動・植物プランクトン調査）

②植物プランクトン

 

St. 5 

【調査地点】

②植物プランクトン

（a）バンドーン採水器で、表層（海面下

1.0m）及び下層（海底上1.0m）で採水する。

（b）ホルマリンで固定後に分析室に持ち帰り、

出現種 細胞数を分析す

St. 6 

St. 7 

St. 1 N

出現種、細胞数を分析する。

【調査時期】

春季（6月）、夏季（8月）

【調査地点】
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【調査地点】

4地点
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【昨年度の調査結果】
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７）流況調査

①表層（海面下1.0m）と下層（海底上

1 0m）に電磁流速計を設置し 流向 流速

 

灯浮標 灯浮標
20A型ライトブイ
4秒1閃光
光達距離：約4.0km

4m

ブイ

1.0m）に電磁流速計を設置し、流向、流速

を測定する。

【調査時期】

夏季（8月）

電磁流速計
（海面下1.0m層）

ブイ

錘

 

St. 5 

【調査地点】

4地点
水温塩分計
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唐人アンカー
重量：約20kg

電磁流速計
（海底面上1.0m層）
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St. 1 
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N

【調査地点】 【設置図】【調査地点】 【設置図】

【昨年度の調査結果】
  

（15日間の平均流）

1.11.8

0.81.4

N

4 7

7.0

N10.1
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0 1 km 

4.7
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5.9

単位： cm/s（下層（海底上1.0ｍ）



８）水質調査

①表層（海面下1.0m）と下層（海底上

1 0m）で採水し 以下の項目を分析する

  
 

St. 5 

1.0m）で採水し、以下の項目を分析する。

【調査時期】

春季（６月）、夏季（8月）

【調査地点】

St. 6 

St. 7 

St. 1 

0 1 km 

N 

分析項目： クロロフィル a、フェオフィチン、ＣＯＤ、ＴＯＣ、窒素（Ｔ‐Ｎ、ＤＩＮ
（ ） ） りん（

【昨年度の調査結果】
（DIN） （PO4-P）

4地点 【調査地点】
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ＰＯＰ、ＤＩＰ、ＤＯＰ、ＰＯ ４-Ｐ）、 ケイ酸塩
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９）底質調査

①アクリルパイプを用いて、ダイ

バーで表層30cmを採泥する

実験項目 溶出速度測定 酸素消費速度測定 

実験培養水 現地海水 現地海水 

酸素条件 

循環（ペリスタティックポンプによる
一定量の循環） 

止水 

バ で表層30cmを採泥する。

②右の条件で、底質の酸素消費速度、

栄養塩の溶出速度を測定する。

【調査時期】

現地条件 現地条件

塩分条件 現地直上と同条件 

光条件 暗条件 

温度条件 夏季の水温を想定 

底泥量 不撹乱試料 30 cm 

夏季（8月）

【調査地点】

５地点

Sampling 
0, 1, 2, 3, 6, 12 時間後の 計 6回, 
N=3 本 

0, 1, 2, 3, 6, 12 時間後の
計 6回 

直上水分析 
 

T-N、T-P（Sampling → 200ml/回） 
濾過後に分析 

ＤＯメーター 

・ 底泥表面の生物は取り除く。 

【昨年度の調査結果】
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y = 73.821x - 192.37
R² = 0.8403
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【調査状況】

海底面海底面



10）食害調査

①下層のカキが斃死している養殖筏に、水

中ビデオカメラを設置する中ビデオカメラを設置する。

②ビデオカメラで捉えた魚類を同定し、食

害魚の存在を把握する。

【調査時期】 【昨年度の調査結果】

春季（６月）

【調査地点】

１地点（1昼夜程度）

【コモンフグ】 【ウマヅラハギ】

【クロダイ】

【設置状況】【設置状況】
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11）付着珪藻調査

①海底堆積物をダイバーによって、アクリ

ルパイプを用いて表層堆積物を採取するルパイプを用いて表層堆積物を採取する。

②採取した試料を分析室に持ち帰り、底質

中のクロロフィルaを測定する。

【調査時期】

春季（６月）、夏季（8月）

【調査地点】

5地点

  St. 3 Ａ 旗A 旗

 
St. 4 

St. 5 

St. 2 潜水作業船作業船

St. 6 
潜水作業中潜水作業中

0 1 km 

N

海底面海底面
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【調査地点】
【調査状況】



12）アマモ分布調査

①三津湾でアマモが繁茂しているとされる

西部を中心に水中ケーブルカメラで繁茂西部を中心に水中ケ ブルカメラで繁茂

状況を3段階別に把握する。調査地点間

は、可能な限り船上から観察を行い、分

布の有無を確認する。

②繁茂段階別に、枠（0.5m×0.5ｍ）を

設置し、ダイバーで坪刈りを行う。

③坪刈ったアマモの湿重量、株数、最大藻

長を測定する長を測定する。

【調査時期】

春季（６月）

【調査地点】【調査地点】

三津湾西部及びその範囲内から３地点
【調査地点】

海底面
水中ケーブルカメラ
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【水中ケーブルカメラ調査】 【坪刈り状況】



（５）調査位置の検討

１）貧酸素水塊の把握（湾口連続観測）及び流況調査の調査位置について

 

【現状（昨年度と同じ）】 【変更（案）】
  

St. 5

 【St. 5】
1.8

【 】

St. 6
St. 11【St. 6】

1.4

St. 7

St. 1

0 1 km

NN

【St. 1】

【St. 7】
10.1

0 1 km0 1 km5.9

単位： cm/s
→：冬季の表層における平均流

【長所】 【長所】【長所】
・昨年度の結果との比較が容易
【短所】
・昨年度の冬季調査と同様、湾内への

流入しか観測できない可能性がある

【長所】
・深場地点（St. 11）の貧酸素水塊の

状況が把握できる
【短所】

冬季調査の比較が１地点減少する
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流入しか観測できない可能性がある。
・深場地点の貧酸素水塊の状況を把握

できない。

・冬季調査の比較が１地点減少する。




